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八戸工業高等専門学校    八戸高専自主探究が目指すもの 

15 歳からはじめる次世代グローバルエンジニアの育成 

 

八戸高専では、「グローバルエンジニアの

育成」を目指して教育体制をつくっていま

す。海外で活躍できるエンジニアを育てる

ために、15歳の低学年からグローバルエン

ジニアのための基礎教育、専門教育、リー

ダーシップの育成などを行っています。年

代とともに色々なスキルを学んでグローバ

ルエンジンニアになる「上昇スパイラル型

グローバルエンジニアの育成プログラム」

を実施しています。 
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高専のキャリアーパスについてです。 
まず、一般の高校、大学へと進学する場合、

中学校を卒業し、高校へ入学し、大学を受験し
ます。そこで専門教育を受けて、工学系の場合
かなりの割合で修士課程に進みます。そして
企業、大学研究所へ就職します。また、修士課
程ののち博士課程へ進学し、そこから研究者
や大学教員として活躍するというのが理工系
のキャリアーパスです。 
高専は中学卒業後、5年間の本科で学び、そ

の後 2 年間専攻科を修了すると、大学の学部
卒と同様の資格が得られます。キャリアーパ
スとしては、本科卒業後に一般大学の 3 年次
に進学します。本校では、東大、東北大、北海
道大学などに進学する学生が多いです。さら
に専攻科を修了後、多くの学生は国立大学の
修士課程へ進学します。本科や専攻科修了後
に就職する場合もあり、大手一流企業に就職
する学生も多くいます。 
このように八戸高専は、学生に様々なキャ

リアーパスを与えています。 
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本校では 4 学期制と自主探究学習を導入し

ています。4 学期制はアメリカで広く導入さ

れ、日本でも一部東京大学や東北大学が実施

しており、高専では本校が初めて導入しまし

た。自主探究学習については、「自分で研究テ

ーマを見つけて解決する未来を先取りした教

育」ということで、文科省や海外でも非常に高

く評価されております。 
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一般の大学・高校が前期・後期制であるのに

対し、八戸高専の 4学期制は、春・夏・秋・冬

学期に分け、特に低学年生は秋学期に通常授

業を行わずに「自主探究活動」に集中して取り

組むという特別な教育プログラムを実施して

います。 
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「自主探究」とは、研究であり、未知のこと

に関して実験・調査を行いますが、本校ではそ

れらを 15歳から始めます。 

通常のキャリアーパスでは、高校で基礎を

学び、大学に入学してさらに基礎・専門科目を

修得し、修士課程において研究活動を行い、博

士課程でその研究を発展させ、研究員になる

というのが一般的な研究者への道です。それ

に対し本校では、基礎知識のない状態で自由

な発想からテーマ選びや様々な研究に取り組

んでもらえるように本科１学年から自主探究

活動を始めます。2・３学年ではペアを組んで

自主探究を行い、４・５学年で専門に関する基

礎知識の修得、研究を行っております。つま

り、「知識を身につける前に研究をはじめ、そ

れから専門知識を導入し研究力を養う」とい

う、一般的なキャリアーパスとは逆の方法を

とっているのです。 
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低学年は、自由で未知の研究や国際自主探

究にチャレンジします。成果を出し、発信しま

す。専門にかかわらずテーマを選べますが、科

学的であること、危険な研究、生物虐待の研究

などは実施しないよう教員から指導がありま

す。また、本校の特徴として、指導するのが教

諭ではなく、多くの場合は博士号を修得して

いる教授・准教授などの研究者であり、自身も

研究を行っていることがあげられます。そし

て大学並みの設備を自由に利用できることが

強みです。4学期のうち秋学期の時間を自主探

究に使用でき、海外のネットワークを持って

いるので国際自主探究に取り組むことも可能

です。 
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自主探究の必要性について、一つの理由は、

国の方針であるということです。文科省の教

育方針が、一方的に教えられる受け身で知識

主体の勉強から、「課題解決型・双方向授業」

がこれからの教育に必要とされています。さ

らに、問題を自分で発見し解決する力やコミ

ュニケーション能力など、これからのグロー

バルエンジニアとして必要な能力などを文科

省では重視しています。この大きな背景は、グ

ローバル化とインターネットをはじめ知識の

構築、つまり手に入れた知識をどうやって使

うのか、問題を見つけるのかが次世代の教育

として重要であることから、本校では自主探

究を実施しています。 
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さらに、自主探究を通して、低学年で学ぶ楽

しさ、研究に夢中になる経験をしてほしいと

いうことが理由に挙げられます。やりたいテ

ーマを自分で見つけ、秋学期に集中して研究

し、達成感を得て改良する、というサイクルを

回していくことで研究の楽しさ、厳しさを学

んでもらおうと考えています。 
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３つめの理由として、新しい教育への挑戦

であるということです。自ら主体的に学ぶ教

育が重要と考えております。知識をつめこむ

教育、ゆとり教育、そして第３の教育＝主体的

に自分で学ぶ教育が八戸高専の自主探究とい

うことになります。 
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自主探究は、秋学期の本格的な活動の前に、

春と夏学期に「自主探究 DAY」を設けて、問

題設定、つまり何を研究するかについて集中

的に考えます。これまでのテーマを調べ、学生

同士が議論し、教員・上級生がアドバイスをし

て最終的にテーマを決めます。夏休みに率先

して研究を始めてもよいし、秋学期に集中し

て研究に取り組むこともできます。 
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本校の自主探究の特徴として、SPD（学生相

互報告会）を導入していることです。途中経過

について学生が発表したことに対し、他の学

生がコメントします。学生同士でディスカッ

ションしながら、自身の研究内容を修正して

いきます。教員は、発表会の司会とアドバイス

をするのみだけで、「教えない」ことを徹底し

ます。このことにより、学生のディスカッショ

ン能力とプレゼンテーション能力・論理的思

考が培われます。 
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重要なのは、学生同士がオープンな環境で

それぞれの研究に評価をし合うことで、それ

により他の学生の研究を学ぶこともできると

いうことです。記名式で様々な前向きなコメ

ントを提供し、ディスカッションをすること

で学生のコミュニケーション能力も高まると

いう利点もあります。 
 

 
 
 
 
 



- 13 - 

 

 

中間発表とポスター発表前に１分間プレゼ

ンテーションを実施しています。これによっ

て、学生のプレゼンテーション能力が非常に

高まるということが実証されました。 
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これは成果発表会の様子ですが、教員、先

輩・後輩、保護者に研究成果をポスターで発表

しています。保護者の評判が非常によく、家族

に対しての発表ではなく一人の聴衆として丁

寧な言葉づかいで真剣に発表しています。 
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高学年は専門能力をつけるということが重

要です。低学年で研究マインド、研究の作法、

自由な発想力を充分に育てた後、高学年では

専門に特化した研究を進めていきます。本校

の４学年自主探究は、教員の指定する英語の

論文を徹底的に読み込み、和訳し、要約するだ

けでなく、参考文献を読んだり、簡単な実験や

シミュレーションすることにより、自分がこ

れから進めていく研究が世界的にどんな位置

づけにあるかを勉強します。 
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５学年は、それらを総まとめして、指導教員

から与えられたテーマについて、自身の自由

な着想力を加えながら卒業論文の前準備とい

う形で研究をするというのが、本校の高学年

自主探究です。 

 
 



- 17 - 

 

 

自主探究で本校の学生はプレゼンテーショ

ン能力と論理的思考を培い、学会やコンテス

トで４年生大学の学生や大学院生と比べても

劣らない研究成果の発表を行っています。国

際会議においても受賞しています。 

本科３学年生が日本学術会議の講堂でのパ

ネルディスカッションで堂々と発表しました

が、これも自主探究で培ったプレゼンテーシ

ョン能力の賜物です。 
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次に「国際自主探究への展開」です。本校は

毎年 40人から 60人の学生を海外に派遣して

います。国際交流協定や海外プログラムをベ

ースに学生の派遣や受け入れを行い、国際交

流も活発です。国際交流事業と自主探究を結

びつけて「国際自主探究」を実施しています。 
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初年度に、モンゴルからの留学生が、「本国

で洋風のチーズをつくりたい」という思いか

らモンゴルで自主探究を行い、最優秀賞をと

りました。このことが発端となり、モンゴルや

シンガポール、タイなど、国際自主探究が広が

りました。外国人留学生だけでなく、日本人学

生が外国に出向き、現地を探索して課題を発

見し、現地の学生や教員と交流しながら、とも

に学び、研究することによって、課題を解決し

ます。その成果を日本で発表します。 
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モンゴルだけでなく、シンガポールでも国

際自主探究を行います。異文化コミュニケー

ションのワークショップやグループディスカ

ッションを通じて、シンガポールの学生と一

緒にシンガポールについて学びます。そこか

らシンガポールの課題解決に向けて、現地の

学生と研究に取り組みます。 
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最後に、国際寮の整備についてです。 

東北大学で建設した留学生と日本人学生

との混住寮「ユニバーシティハウス三条」

をモデルに、八戸高専でも留学生と混住型

の「国際寮」が平成 30年度に完成し、平成

31 年度の秋学期から入寮できるようにな

りました。日本人学生も八戸高専にいなが

ら、国際感覚を身につけることができます。 

国際寮には、個室をはじめ共同スペース

のリビングやキッチンがあり、交流や勉強

をしながら、ともに過ごします。 

夏休みなど長期休業中には海外からの留

学生を受け入れて、日本人学生との研修会

やセミナー等にも利用できるようにしま

す。 
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本校ではこの国際寮を活用しながらグ

ローバルエンジニアの育成を進めていき

ます。 

 
 
 

 


